


目  次

歌集『白描』について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�

歌集『白描』序文・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�

ハンセン病と「らい菌」のこと・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�

漫画「明石海人ものがたり」・・・・・・・・・・・・・・・・・�  ～  ��

明石海人略年譜・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・��

沼商同窓会明石海人の会事業
校内短歌コンクール短歌優秀作品

国立癩療養所「長島愛生園」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・��

あとがき・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・��

千本松原の歌碑 沼商校内の歌碑

・・・・・・・・・・・・・・・・・・��



�

歌
集
﹃
白
描
﹄に
つ
い
て明

石
海
人
研
究
家
　
岡
野
久
代

　
昭
和
十
四
年
二
月
︑﹁
白
描︵
は
く
び
ょ
う
︶﹂と
い
う
表
題
の

歌
集
は
︑空
前
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
︒

著
者
は
国
立
癩
療
養
所
長
島
愛
生
園(

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
を
隔

離
す
る
施
設)

に
収
容
さ
れ
た
無
名
の
歌
人
で
し
た
︒筆
名
を

明
石
海
人
と
号
し
︑す
で
に
ハ
ン
セ
ン
病
に
よ
る
壮
絶
な
闘
病

生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
︒

　
こ
の
歌
集
は
主
に
園
内
の
機
関
誌﹁
愛
生
﹂と
︑外
部
結
社

の﹁
水
甕(

み
ず
が
め)

﹂や﹁
日
本
歌
人
﹂に
登
載
さ
れ
た
歌
を

吟
味
し
︑推
敲
し
︑構
成
し
て
︑一
冊
の
歌
集
に
し
た
も
の
で
す
︒

唯
一
の
歌
集
で
す
か
ら
︑家
族
へ
の
思
い
︑ふ
る
さ
と
へ
の
郷
愁
︑

闘
病
生
活
の
苦
悩
な
ど
︑明
石
海
人
の
生
涯
の
心
の
ひ
だ
が

克
明
に
綴
ら
れ
て
い
ま
す
︒

　
表
題
の
白
描
は
︑海
人
が
若
い
頃
︑墨
絵
の
名
手
だ
っ
た
の
で

﹁
白
描
画
﹂(

墨
絵
の
線
描
画)

か
ら
命
名
し
た
の
で
し
ょ
う
︒

　
わ
が
国
の
伝
統
的
な
短
詩
型
文
学
の
短
歌
は
︑病
む
人
に

と
っ
て
創
作
に
要
す
る
体
力
の
消
耗
が
少
な
い
こ
と
︑ま
た

人
生
を
観
照
す
る
上
で
最
適
な
文
学
で
あ
っ
た
の
で
す
︒

ら
い

歌集『白描』
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歌
集
﹃
白
描
﹄序
文

　
癩
は
天
刑
で
あ
る
︒

　
加
は
る
笞
の
一
つ
一
つ
に
︑嗚
咽
し
慟
哭
し
あ
る
ひ
は

呻
吟
し
な
が
ら
︑私
は
苦
患
の
闇
を
か
き
捜
っ
て
一
縷

の
光
を
渇
き
求
め
た
︒

　―

深
海
に
生
き
る
魚
族
の
や
う
に
︑自
ら
が
燃
え
な

け
れ
ば
何
處
に
も
光
は
な
い―
さ
う
感
じ
得
た
の
は
病

が
す
で
に
膏
盲
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
つ
た
︒

　
齢
三
十
を
超
え
て
短
歌
を
學
び
︑あ
ら
た
め
て
己
れ

を
見
︑人
を
見
︑山
川
草
木
を
見
る
に
及
ん
で
︑己
が
棲

む
大
地
の
如
何
に
美
し
く
︑ま
た
厳
し
い
か
を
身
を

も
っ
て
感
じ
︑積
年
の
苦
澁
を
そ
の
一
首
一
首
に
放
射

し
て
時
に
は
流
涕
し
時
に
は
抃
舞
し
な
が
ら
︑肉
身
に

生
き
る
己
れ
を
祝
福
し
た
︒

　
人
の
世
を
脱
れ
て
人
の
世
を
知
り
︑骨
肉
と
離
れ
て

愛
を
信
じ
︑明
を
失
つ
て
は
内
に
ひ
ら
く
靑
山
白
雲
を

も
見
た
︒

　
癩
は
ま
た
天
啓
で
も
あ
つ
た
︒

言葉の読みと意味

白描（はくびょう）…墨の線描画である「白描画」から命名
癩（らい）…ハンセン病　感染症の一種
天刑（てんけい）…天（神）が下す刑罰
笞（しもと）…罪人を打つ竹製の棒
嗚咽（おえつ）…声を詰まらせ泣くこと
慟哭（どうこく）…悲しんで大声をあげて泣くこと
呻吟（しんぎん）…苦しみうめくこと
苦患（くげん）…苦しみや悩み・仏語
一縷（いちる）…一本の糸のように細いもの
何處（いずく）…どの場所・部分・どのような程度・段階（處は処の旧字）
膏肓（こうこう）…病が手の施しようがなくなるまで進んだ状態
苦澁（くじゅう）…苦しみ悩むこと・澁は渋の旧字
流涕（りゅうてい）…涙を流し激しく泣くこと
抃舞（べんぶ）…手を打って舞い喜びを表すこと
天啓（てんけい）…天（神）のみちびき

明
石 

海
人

原
典
よ
り

し
も
と
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有
史
以
来
︑人
や
動
物
の
か
ら
だ
は
︑ほ
と
ん
ど
が
肉
眼
で

見
え
な
い
微
生
物︵
菌
・
ウ
イ
ル
ス
な
ど
︶と
共
存
し
︑通
常
は

ふ
つ
う
に
暮
ら
し
て
い
る
︒し
か
し
︑病
原
体
と
な
る
微
生
物

が
か
ら
だ
に
侵
入
す
る
と
︑そ
れ
ら
の
増
殖
に
よ
っ
て
疾
患
が

生
じ
る
︒こ
の
状
態
を
感
染
症
に
よ
る
病
気
と
い
っ
て
い
る
︒

　
ハ
ン
セ
ン
病
は﹁
ら
い
菌
﹂に
よ
る
感
染
症
で
あ
る
︒こ
の
菌

は
伝
染
力
が
弱
く
︑潜
伏
期
間
は
か
な
り
長
い
と
さ
れ
る
︒し

か
し
︑特
効
薬
の
な
い
時
代
︑疾
患
の
症
状
が
進
む
と
悲
惨
で

あ
っ
た
︒末
梢
神
経
を
侵
さ
れ︵
感
じ
な
い
︶︑失
明︵
見
え
な

い
︶︑気
管
狭
窄︵
息
が
で
き
な
い
︶の
三
重
苦
だ
か
ら
で
あ
る
︒

　
そ
れ
に
風
評
と
迷
妄
か
ら
偏
見
と
差
別
に
さ
ら
さ
れ
た
長

い
歴
史
が
あ
る
︒

　
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ア
ル
マ
ウ
ェ
ル
・ハ
ン
セ
ン
博
士
が﹁
ら
い
菌
﹂

を
発
見
し
て
以
来
︑ハ
ン
セ
ン
病
の
研
究
や
医
療
の
も
と
に
い

ま
や
治
療
可
能
な
感
染
症
と
な
っ
た
が
︑﹃
ら
い
菌
﹄は
地
球
上

か
ら
消
滅
し
た
わ
け
で
は
な
い
︒そ
れ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
証
明
し
て
い
る
︒

明
石
海
人
研
究
家
　
岡
野
久
代

ハ
ン
セ
ン
病
と﹁
ら
い
菌
﹂の
こ
と

愛生資料館内の展示コーナー（ハンセン病とは）



�



�



�



�



�



��



��



��



��



��



��



��



��



��



��



��



��



��



��



��



��



��



��



��



��



����



��



����



��

明
治
三
四
年( 

一
九
〇
一) 

　
本
名
野
田
勝
太
郎
　
七
月
五
日
　
静
岡
県
沼
津
市
生
ま
れ

明
治
四
〇
年( 
一
九
〇
七) 

　
七
歳
　
片
浜
村
立
片
浜
尋
常
小
学
校
入
学
　
現
・
沼
津
市
立
片
浜
小
学
校

大
正
　
二
年( 
一
九
一
三) 

　
一
三
歳
　
沼
津
町
立
商
業
学
校
に
入
学
　
現
・
県
立
沼
津
商
業
高
等
学
校

大
正
　
七
年( 
一
九
一
八) 

　
一
八
歳
　
静
岡
師
範
学
校
に
入
学
　
現
・
静
岡
大
学

大
正
　
九
年( 

一
九
二
〇) 
　
二
〇
歳
　
駿
東
郡
原
尋
常
高
等
小
学
校
の
教
員
に
採
用
さ
れ
る

大
正
一
〇
年( 

一
九
二
一)
　 
富
士
郡
伝
法
尋
常
高
等
小
学
校
に
転
勤

大
正
一
二
年( 

一
九
二
三)
　 
富
士
郡
須
津
尋
常
高
等
小
学
校
に
転
勤

大
正
一
三
年( 

一
九
二
四) 

　
二
四
歳
　
結
婚

大
正
一
四
年( 

一
九
二
五) 

　
二
月
︑長
女
誕
生
　
富
士
郡
富
士
根
尋
常
高
等
小
学
校
に
転
勤

昭
和
　
元
年( 

一
九
二
六) 

　
初
春
︑東
京
帝
国
大
学
医
学
部
付
属
病
院
に
て
ハ
ン
セ
ン
病
の
診
断
を
受
け
退
職  

 
 

 

　             

　
　
　
　
　
　
　
秋
︑次
女
誕
生

昭
和
　
二
年( 

一
九
二
七) 

　
家
族
と
別
れ
︑兵
庫
県
明
石
市
の
明
石
楽
生
病
院
に
入
院

昭
和
　
三
年( 

一
九
二
八) 

　
次
女
病
死( 

享
年
二
歳)

昭
和
　
四
年( 

一
九
二
九)

　
明
石
楽
生
病
院
に
再
入
院  
帰
郷

昭
和
　
六
年( 

一
九
三
一)

　
明
石
楽
生
病
院
に
三
度
目
の
入
院

昭
和
　
七
年( 

一
九
三
二)

　
十
月
不
明
の
高
熱
の
あ
と
精
神
錯
乱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　明
石
楽
生
病
院
閉
鎖︵
十
一
月
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
人
事
不
省
の
ま
ま
国
立
癩
療
養
所
長
島
愛
生
園
に
収
容
さ
れ
る
︒

昭
和
　
八
年( 

一
九
三
三) 

　
精
神
鎖
乱
状
態
を
経
て
諦
念
の
境
地
に
向
か
う
　
父
死
去

昭
和
　
九
年( 

一
九
三
四) 

　
三
四
歳
　
長
島
愛
生
園
機
関
誌﹁
愛
生
﹂に
詩
歌
発
表

昭
和
一
〇
年( 

一
九
三
五) 

　﹁
水
甕
﹂か
ら﹁
日
本
歌
人
﹂に
転
社

　                                      

﹁
短
歌
研
究
﹂︑﹁
日
本
詩
壇
﹂︑﹁
日
本
歌
人
﹂に
詩
歌
発
表

昭
和
一
一
年( 

一
九
三
六) 

　﹁
日
本
歌
人
﹂に
て
将
来
を
嘱
望
さ
れ
る
　
秋
︑失
明

昭
和
一
三
年( 

一
九
三
八) 

　﹃
新
万
葉
集
﹄( 

改
造
社) 

に
掲
載
さ
れ
脚
光
を
浴
び
る 

 
 

　
　
　
　気
管
狭
窄
の
た
め
気
管
切
開
︑発
声
困
難
と
な
る

昭
和
一
四
年( 

一
九
三
九) 

　
三
八
歳
　
二
月
︑歌
集﹃
白
描
﹄( 

改
造
社) 

が
出
版
さ
れ
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
る

 
 

             

　

 

六
月
九
日
︑結
核
に
て
死
去

                                           

長
島
愛
生
園
の
内
田
守
医
師
が
遺
骨
を
母
に
届
け
る

明
石
海
人
略
年
譜
　︵
岡
野
久
代
作
成
︶

小学校教員時代の海人長島愛生園で晩年を迎えた海人 「沼商」三年生の頃
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沼
商
同
窓
会
明
石
海
人
の
会
事
業

令
和
四
年
度
　
明
石
海
人

短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
短
歌
優
秀
作
品

最
優
秀
賞
　
三
年
一
組
　
　
工
藤  

璃
央

優
秀
賞
　
　
三
年
三
組
　
　
田
中  

ゆ
ら

優
秀
賞
　
　
二
年
五
組
　
　
小
川  

陽
花

優
秀
賞
　
　
一
年
三
組
　
　
西
島  

真
子

亡
き
母
の
ま
ぶ
し
い
笑
顔
思
い
出
し

こ
の
先
ず
っ
と
歩
い
て
い
こ
う

月
明
り
見
上
げ
て
歩
く﹁
明
日
こ
そ
﹂

溢
れ
る
涙
こ
ぼ
さ
ぬ
よ
う
に

薄
明
り
幼
い
頃
は
ま
だ
知
ら
ぬ

友
と
い
う
名
の
ま
ぶ
し
い
光

や
っ
て
る
か
や
さ
し
く
そ
っ
と
つ
つ
み
こ
む

蛍
に
な
っ
て
や
っ
て
き
た
祖
父

　

会
で
は
︑毎
年
６
月
新
一
年
生
に
授
業
の
一
環
と
し
て

﹁
明
石
海
人
の
講
演
﹂を
実
施
し
て
い
ま
す
︒ハ
ン
セ
ン
病

と
い
う
︑当
時
は
絶
望
的
な
病
に
侵
さ
れ
て
も
︑な
お
強

く
生
き
︑短
歌
の
道
を
究
め
た
海
人
の
生
き
方
に
共
感
を

覚
え
る
生
徒
も
多
く
︑海
人
を
見
倣
い
自
身
の
生
き
方
の

一
助
と
す
る
覚
悟
を
胸
に
秘
め
る
と
云
う
感
想
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
︒

　

ま
た
︑全
校
生
徒
対
象
に
︑毎
年
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
を

実
施
し
︑同
窓
会
が
審
査
に
も
関
わ
り
︑入
選
を
決
定
し

て
い
ま
す
︒毎
年
︑生
徒
た
ち
に
よ
り
︑日
頃
の
生
活
や
︑時

代
や
流
行
に
関
連
し
た
︑素
晴
ら

し
い
作
品
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
︒

　

他
に
も
︑海
人
の
歌
碑
や
墓
参

と
共
に
清
掃
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
︒今
後
も
︑同
窓
会
と
し

て
︑行
政
や
学
校
と
連
携
し
活
動

し
て
ま
い
り
ま
す
︒

明石海人の講演授業の様子
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国
立
癩
療
養
所﹁
長
島
愛
生
園
﹂

　

海
人
が
創
造
的
に
晩
年
の
生
涯
を
生
き
抜
い
た
岡

山
県
瀬
戸
内
市
に
あ
る
元
国
立
癩
療
養
所﹁
長
島
愛

生
園
﹂︒歴
史
回
廊
を
た
ど
っ
て
み
る
と
︑そ
の
島
に
は

﹁
収
容
桟
橋
﹂﹁
収
容
所
﹂﹁
監
房
﹂﹁
目
白
寮
跡
﹂﹁
納
骨

堂
﹂と
︑現
在
で
も
そ
の
姿
を
残
し
て
い
る
︒

　
﹁
長
島
愛
生
園
﹂は
昭
和
５
年
︑日
本
初
の
国
立
癩

療
養
所
と
し
て
誕
生
し
た
︒現
在
で
も
残
る﹁
管
理
棟

︵
現
在
は
歴
史
館
︶﹂は
日
本
の
ハ
ン
セ
ン
病
を
語
る

上
で
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
場
所
で
あ
り
歴
史

的
な
建
造
物
と
も
言
わ
れ
て
い
る
︒当
時
ハ
ン
セ
ン
病

は
有
効
な
治
療
法
が
な
く
︑国
の
政
策
で
療
養
所
へ
の

強
制
的
な
隔
離
が
行
わ
れ
た
︒

隔離の島　長島愛生園

収容所（回春療）

収容桟橋愛生資料館

愛生園内にある海人歌碑
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目次頁写真右 ：左から 橋本唯花（３年） 石橋樹（３年）
印刷 ：（有）竜南印刷
監修 ：明石海人研究家  岡野久代  博士（国際関係）
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あ
と
が
き

　
こ
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
知
っ
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
︑伝
え
て
お
き
た
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
︒

　
今
回
の
︑﹃
孤
高
の
歌
人
｜
明
石
海
人
も
の
が
た
り
﹄は
︑沼
商
の
先
輩
明
石
海
人

(

野
田
勝
太
郎
さ
ん)
の
生
涯
を
漫
画
に
し
て
多
く
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
こ
と
を

目
的
に
作
成
い
た
し
ま
し
た
︒

　
そ
し
て
︑も
う
一
つ
の
目
的
と
し
て
︑現
代
流
行
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
状
況
を
踏
ま
え
︑ハ
ン
セ
ン
病
と
い
う
病
に
か
か
り
な
が
ら
も
︑日
本
の

大
歌
人
と
し
て
名
を
遺
し
た
明
石
海
人
の
生
涯
か
ら
我
々
が
学
ば
な
け
れ
ば
い
け
な

い
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
︑と
計
画
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
︒

　
今
後
︑同
窓
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
︑現
在
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
講
演
授
業
︑校
内

短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
︑墓
参
活
動
な
ど
継
続
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
︒

　
こ
の
冊
子
作
成
に
あ
た
り
︑ご
協
力
と
ご
教
授
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
厚
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
︒中
で
も
︑計
画
段
階
よ
り
︑委
員
会
と
共
に
冊
子
の
構
成
か
ら
︑今

ま
で
研
究
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
情
報
を
基
に
︑執
筆
の
ご
協
力
ま
で
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
監
修
の
岡
野
久
代
先
生
︑漫
画
作
成
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
ひ
ら
の
と
ー
る

氏
に
は
︑心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
︒

　
そ
し
て
︑最
後
に
︑企
画
編
集
か
ら
︑執
筆
を
進
め
て
き
た
沼
商
同
窓
会
明
石
海
人

の
会
委
員
会
の
皆
さ
ん
︑本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
︒こ
の
冊
子
が
︑沼
津
商
業
高

等
学
校
生
徒
の
皆
さ
ん
︑学
校
関
係
者
の
皆
さ
ん
︑同
窓
会
の
皆
さ
ん
に
ご
愛
読
い
た

だ
き
︑受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
︒




